
1

STARC Forum 2006: コラボレーションによる新たな価値の創造

2006年7月7日

Consortiumの先にあるもの

Harvesting IT Revolutions: Socio-Service Technologyの勧め
Collaboration for Better Worldwide Society

サービスを共創する半導体産業：その可能性と道筋(試論）

井上隆秀

University of California 
Center for IT Research on Interest of Society ( CITRIS ) 

Advisor for International Collaborations
< tinoue@citris-uc.org >



2

STARC Forum 2006: コラボレーションによる新たな価値の創造

2006年7月7日

はじめに

本資料をお読み下さる方々に

• この資料は2006年7月7日に行われたSTARC Forum 2006
「コラボレーションによる新たな価値の創造」での招待講演で
話された内容に、講演後若干の修正を加えたものです。

• また、本講演と同時に行われたパネル「コンソーシアムに求め
られている、新たな価値創造」に於ける本講演者のポジション
トークも、関連資料として末尾に追加してあります。

• 本講演資料に対する、皆様からのご意見、ご感想をお待ちして
います。

2006年7月9日 著者記す
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Moore 40 年 & Shockley 60 年

1965 年、Fairchild研究所のMoore 博士は、微細化と高集積化技術
の発展により経済的に１チップ上に集積し得る素子数が、年率100％
で上昇しそれが半導体の発展を牽引する、と予言した。

以来40 年間に渡りMoor の
予言は法則となりITRS*1)等
を通して、良かれ悪しかれ

半導体技術と産業を牽引して
来た事は確かである。

*1) ITRS: International Technology Roadmap

The Time 100 http://www.time.com/time/time100/scientist/profile/shockley.html

Scientist & Thinkers

William Shockley
He fathered the transistor and brought the silicon to
Silicon Valley

By GORDON MOORE
Monday, March 29, 1999

21st Century:What's Next?
Test-Based Society:The IQ Meritocracy
They Were Onto Something:A Century of Science Fiction

The transistor was born just before Christmas 1947
when John Bardeenand WalterBrattain, two
scientists working for William Shockley at Bell
Telephone Laboratories in Murray Hill, N.J.,
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我が国半導体産業の健康診断

出生率
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次世代に半導体業界を勧めるか？
内外半導体技術者各100人へのアンケート: DAS 2005)
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居心地良さと活躍の場 (CITRIS  SIG-J ｱﾝｹｰﾄ)
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日 米 欧 半 導 体 メ ー カ の 地 元 向 け 販 売 比 率
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日 系 半 導 体 メ ー カ は 海 外 で日 系 半 導 体 メ ー カ は 海 外 で 売 れ売 れ て いて い な いな い
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我が国半導体産業の健康診断

300mm Fab数と生産能力 (isuppli 05)
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我が国半導体産業の健康診断

血の巡り ビジネスモデルで見た売り上げ(05): FSA/各社資料
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我が国半導体産業の健康診断

脚力

作成：井上弘基（機械振興協会）

日米欧 半導体メーカの地元向け販売比率
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日系半導体メーカは海外で日系半導体メーカは海外で売れ売れていていないない
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我が国半導体産業の健康診断
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我が国半導体産業の健康診断

次世代に半導体業界を勧めるか？
内外半導体技術者各100人へのアンケート: DAS 2005)
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老齢化したMoore’s Law？ （１）

1965 年、Fairchild研究所のMoore 博士は、微細化と高集積化技術
の発展により経済的に１チップ上に集積し得る素子数が、年率100％

で上昇しそれが半導体の発展を牽引する、と予言した。

以来40 年間に渡りMoor の
予言は法則となりITRS*1)等
を通して、良かれ悪しかれ

半導体技術と産業を牽引して
来た事は確かである。

*1) ITRS: International Technology Roadmap
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老齢化したMoore’s Law ？ （２）

Silicon Vallyの住宅価格（3BR)
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半導体は 敬老心と献身的 奉仕・サービス精神に富んだ、稀有な世界である？
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我が国に於いても90年代中頃から多くの半導体関係コンソーシアムがつくられ、成果を生んでいる。

また本年からその多くが、新しい目標と施策の下で活動を進めている。

出典：第2次SNCC報告書 半導体産業研究所2004年

それらの多くは、半導体が高度情報化社会の基幹産業と云われる一方で、

薄れつつある我が国半導体産業の優位性・プレゼンスを、新たな価値の創造によって回復する事を謳っている。

出典： Semiconductor Consortia Japan: Experiencee and 
Lessons： Hiroyuki Chuma, 第2次SNCC報告書 SIRIJ 他

カテゴリー　　　名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　

プロセス　　　MIRAI
　　・　　　　　　Selete
デバイス　　　ASPLA

材料　　　　 CASMAT

製造装置　　HALCA
　　　　　　　　EUVA
　　　　　　　　ASET
　　　　　　　　LEEPL

設計　　　　 STARC

後工程　　　 SiP

　IP　　　 IPTC　　

教育　　　　 VDEC

Planning　　SIRIJ

日本の半導体コンソーシア年譜

95 00 05

突破口探し
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Collaboration と Value Creation Model の日米比較

日本のモデル１）

日米の半導体産業を取り巻くコラボレーションのモデルは一見類似している様に見えるが、米国には

Corporate Silicon Valley とも云われる 融通性が高くハイポテンシャルな多業種協業形態 が存在する。

この多様な対立概念集団間の協業環境 が、半導体の活性化・新産業の創生 に果たす役割は大きい。

米国のモデル１）

1） 出典：第２次SNCC報告書：SIRIJ 2004年
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試論：三段論法的 我が国半導体産業 健康診断結果の分析
高度情報化社会（IT革命）のエンジンである半導体を作りながら、

我が国半導体産業は、IT革命のもたらす社会像に対し、能動的に対応出来ていない？

IT革命のもたらす高度情報化社会とは？
物からサービスへ 関心と価値が移行する社会

物はサービス提供の媒体化する （ 携帯電話・GPS・iPOD･Robot ・・ ）

サービスとは何か、IT 革命はサービスに何をもたらすのか？
サービスの定義は十人十色である。

然し

顧客は自分に合ったサービスを要求し、従って従来サービスは相対で行うものであった。

IT革命はサービス提供者と客の物理距離の意味を極小化し、逆に商圏を広域化する。

サービスはゼロサムではない、IT 革命により常に新しい サービス 形態が生まれている。

Fabless に対する Foundry Service、ebay、Google . . .

サービスは頭（行為：Action）か、心（精神：Mind）か？ はたまた商売(産業）か、奉仕か？

日本人は商行為 としてのサービス に シャイ である？ <士農工商の名残？> 

日本的サービスの美点
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検証：サービス産業の拡大

サービス（産業）が何を意味するか、定義は明確ではない。

従来的意味の商業を含み、観光・娯楽・飲食・医療・運輸・学校/教育・技術サービス・特許・
情報サービス・通信サービス・エネルギー/環境サービス等々、私的・公共サービスを含め、

先進国ではサービス産業が GDP に占める割合は70％を超える と云う。
WW GDP （ＧＷＰ）: 61 Trillion $ /2005

また貿易統計上で見る我が国は世界最大のサービス貿易赤字国（一兆円の輸入超過）である。

主要国のサービス貿易収支(2003）
（商業・知識/技術サービス・ソフトウエア/情報サービス）
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半導体サービス産業化 論： サービス・サプライチェーンモデル

IT革命の意味： 森羅万象(私･企業・公共・自然) の サービス・サプライチェーン化

Solar Cell Array
CMOS IC

高度情報化社会におけるサービスサプライチェーン
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半導体マーケットとして見た社会サービス（California州)

California 州の人口が 2015年には現在の3300万人から 50％増の4600万人になる
と云う予測を受けて Schwarzenegger 知事が2006年1月に出した30 兆円プラン

California Governor Schwarzenegger’s 
300 Billion $ IT empowered Societal Vision Next 10 years

Health

奥行： 3.6 Trillion $ (US)

Environment 
Safety

35 Billion $ (Cal)

Education

60 billion $

Information Security
2.5 billion $ Loss (US 05)

New Add - Valued

Semiconductor

IT for Societal Service

Transportation

110 Billion $ (Cal)
Energy

75 Billion $ (Cal)
奥行 :3 Trillion $ (US)

IT4B
40 億人の貧困
人口の為の IT

(WW)
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半導体マーケットとして見た社会サービス： Ubiquitous Japan (総務省調査）

※　(1)‥ 2010年予測値、(2)‥2004年度、
　　　(3)‥2015年予測値、特に注記のないものは2002年度のデータを用いて試算。

※　設定した個々のアプリケーションの社会的効用を積み上げているため、
　　　必ずしも全体を網羅していない。

単発的な効果単発的な効果毎年効果が期待できるもの毎年効果が期待できるもの

55億円

自然災害
の

自動監視

　944億円

住宅火災の
自動監視

794億円
不正侵入・盗難防止

2.3兆円 (1)

電気機器コン
トロール（オフ

ィス）

5億円

ビルメンテナン
ス

車両・
荷物位置把
握3,505億円

1兆円 (2)

産業廃棄
物マップ

7,402億円

地震
モニタリング

在宅健康管理・検査実施

2億円

見守り・緊急通報

514億円
(1)

糖尿病患者
医療費削減

6,002億円

（老人医療
費削減）

583億円

1.2兆円 (3)

交通流モ
ニタリン

グ

農作物盗難防
止0.15億円

　8,926億円

温度管理
天候・土壌モ

ニタリング

　医療・福祉　医療・福祉

防犯・セキュリティ防犯・セキュリティ

食・農業食・農業

　交通　交通

物流物流

（9）構造物管理（9）構造物管理

環境保全環境保全

防災・災害対策防災・災害対策

施設制御施設制御

電気機器
コントロー
ル（家庭）
2,490億円

※　株式会社野村総合研究所試算

①　各アプリケーションが普及した時点における導入効果を試算。

②　可能な限り定量化（金銭化）しているが、定性的な効用も無視

　　　できないことに留意する必要がある。

= 前 提 =

<<　ユビキタスセンサーネットワークの実現による社会的効用　>>

経済的効果合計　　　28,973 億円
経済的効果（倍率）　　　　2.34 倍

6,810
億円

雇用者所得中消
費に回る需要額

　二次波及　
　効果

9,774
億円

産業間の調達に
関わる需要総額

一次波及　
効果

12,389
　億円

　当該セクター　
　への投入額

　直接効果
（直接投資）

<< ユビキタスセンサーネットワーク
の実現による経済的効果　>>

　①　アプリケーション毎に、普及のシナリオを設定。

　②　アプリケーション毎に2010年の市場規模

　 （直接投資)を算出。

　③　市場規模の総和から、情報通信産業連関表
　　を用いて、 一次、二次の波及効果を算出。

　④　直接効果、一次波及効果、二次波及効果
　　の合計を経済的効果（2010年）」とした。

ユビキタスセンサーネットワークの実現による社会的・経済的効果

総務省ユビキタスセンサーネットワーク
技術に関する調査研究会：2004年

www.soumu.go.jp/joho_tsusin/policyr
eports/chousa/index.html

交通事故防止
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サービス産業として見た半導体事業：半導体事業はサービス産業か？

IBMはサービス業か?
2003年にIBMのService Sector の
売り上げが同社全体の50％を超えた。

TSMCはサービス業か？

“TSMC is one of the most technology savvy semiconductor manufacturer,
However SERVICE is the biggest differentiator of our company from 

others.”
--- Rick Cassidy, President TSMC North America

Intelはサービス業か？

Intel Berkeley Lab は60人の研究員の半分が学生、
１/４が社外からの研究員で、環境・老齢化社会等に

対するサービスへの半導体の可能性を研究している。
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試論 半導体サービス産業化論に於けるコラボレーションの必然性

Leaky Cluster 社会の薦め

Silicon Valley に存在する企業の70％は様々な業種のサービス業 1)  で、

これらが全体として “Corporate Silicon Valley” と呼ばれる
“ Leaky Cluster 型 リソース・サプライチェーン” とも言える

共創型（対立概念の結合・再分解型）社会を構成している所にそのユニークさと強みがある。

1） 出典 IBM Juan Paul Jacob, Chief Scientist Emeritus
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Fabless を中心に Silicon Valley の “Leaky Cluster 度” を検証する。

人材流動性: Silicon Valley 半導体技術者の平均在職期間は9ヶ月と云われる (EETimes)
Funding：05年 Silicon Valley Fabless Start up へのFunding は58件、840億円(45%/ww）

M&A: 05年 M&Aは59件、5000億円に上る。

Fabless → IDM  18 件 2760 億円

Fabless → Fabless   25 件 1170 億円

IDM     → Fabless    16 件 1013 億円

半導体、IT分野に限らず

技術・技術者・資本の 吸引・移動・分解・結合 が 新産業創生 の基盤になっている。

半導体 → PC → Network → e-Commerce → Bio → Socio Service Tech

Silicon Valley “Leaky Cluster” 社会の検証
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我が国に於ける価値共創型半導体/IT新産業育成の具体策 試論

‐1
特区を生かした地域クラスタ内での Socio-Tech サービス型新産業育成の可能性

＋ 要因？

異業種連携の可能性： 競争から共創的発想へ、半導体だけでは無意味

お互い競争ではなく、サービス 事業を仲介とした共創作業

Test Bed: Eco-Cycle がつくれる、地域の得意技・問題解決が生きる？

－ 要因？

地域内だけで利用価値が高く、オープンな技術の種 が供給できるか？

知恵・意志・腕力が結集して核融合 が起こるエネルギー（Too small)？
世界にMarket 展開出来る Scalability が持てるか（半導体では重大）？

？？？

地域クラスタ的特区に存在意義はあるが “地域” に拘って居ては、優れた技術群

と マーケットが 融合し ＜核融合＞ を起こすチャンスが少ないのでは？

結局狭いマーケットの中でのソコソコ技術の競争になる？

階層的水漏れ構造の提案

地域クラスタの特性を生かしながら、地域に囚われないPartner 間での Leakyな関係

を構築して、地域クラスタのマイナス要因を取り除く。

地域間競争ではなく、社会サービス事業を通した 広域共創作業 が必要。
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我が国に於ける価値共創型半導体/IT新産業育成の具体策試論‐2

Case Study: CITRIS１）をLeaky Partner としたら何が可能か？

CITRIS (Center for IT Research on Interest of Society) はカリフォルニア大学が進める

“住み良い社会構築 のIT 技術の研究とその社会実現” を研究する大規模な研究機構

1000人規模の研究者・50研究所・100億円/年の研究資金・大小100以上の民・官機関参加

取り組みテーマの社会性：エネルギー・環境・医療/老齢化・安全/プライバシー・教育

課題に取り組む科学・技術： 半導体/MEMS/Nano/Bio・Software・人間科学・通信・社会学、、

注） CITRISは唯一の対象ではない。 此処で取り上げるのは講演者がCITRISに立ち上げ時から参画して内情を知り、

又、本講演の趣旨に照らして、代表例として検討の価値があると考えるからである。

$300 million+ Grant & Gift over 4 years

CITRIS is like an Umbrella . . . 
　　 . . . with many members and affiliates
CITRIS is like an Umbrella . . . CITRIS is like an Umbrella . . . 
　　　　 . . . with many members and affiliates
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我が国に於ける価値共創型半導体/IT新産業育成の具体策試論‐3

Case Study: CITRIS１） をLeaky Partner としたら何が可能か？

運営面
政府系資金60％である事もあり、研究過程と成果の公開性が極めて高い：公開・特許化限定。

Test Bed での実証を重視し、地域・政府系の機関とも数多くの実証実験を企画・実施。

研究成果の企業化も盛ん： 5年間に30 社以上がスタート、テーマの波及効果が大きい。

最大の成果物は人材： 経験を積んだMS、Ph.d が幅広く社会に進出。

注） CITRISは唯一の対象ではない。 此処で取り上げるのは講演者がCITRISに立ち上げ時から参画して内情を知り、

又、本講演の趣旨に照らして、代表例として検討の価値があると考えるからである。
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我が国に於ける価値共創型半導体/IT新産業育成の具体策試論‐４

Case Study: CITRIS１） をLeaky Partner としたら何が可能か？

Partner として
地域性（日本国外）・言葉の壁： 世界展開の足掛かり、同じでない良さもある。 英語が出来なきゃ始まらない！

国益： “鎖国やタダ乗り” の時代ではない。 “出と入り” を冷徹に判断の時。 “還流効果：旅の時代”

ＣＩＴＲＩＳにあって日本にないものは沢山ある、然し日本にあってCITRISに無いものも沢山ある！

日本に “共創”の精神必要。 発想を閉じ込めるな・委託研究を忘れよう！他社・他国との共創を恐れるな

研究予算の 0.1％～1％ を共創的研究に振り向ける余裕。

国内地域クラスタとの共存効果。 世界展開への足掛かり。

Social-Service Technology 分野は、National Security からも、競争より共創が必要。

現実に日・米をTest Bed に、多様・対立概念融合型・共創研究交流のアイデアが発想されている。

注） CITRISは唯一の対象ではない。 此処で取り上げるのは講演者がCITRISに立ち上げ時から参画して内情を知り、

又、本講演の趣旨に照らして、代表例として検討の価値があると考えるからである。

改 革改 革
－－ ITIT 化 を 妨 げ る 社 会 的 制 約 を 排 除 －化 を 妨 げ る 社 会 的 制 約 を 排 除 －

B y enhancing  “P rob lem  
S o lv ing  C apab ility” o f IT , 
p rov ide  new  re fo rm  m ode l 
to  g loba l com m un ity.

C ontribution  to  G loba l 
C om m unity 

G loba l C om petitiveness

R efo rm  Japanese  Socie ty 
tak ing  fu ll advan tage  o f IT ’s
capab ility o f “crea ting  new  
va lue ” and  “p rom oting  
s tructu ra l and  soc ia l re fo rm ”

S tructura l and  S oc ia l
R eform

Im prove  IT  capab ility as a  
too l to  increase  bene fits  o f 
c itizens and  business users

Focus on  U sers ’ / C itizens ’
B enefits

3  C oncepts o f the S trateg y

ＩＴＩＴ
－ 改 革 を 支 え る ツ ー ル －－ 改 革 を 支 え る ツ ー ル －

ITITR egu lato ry R eformR egu lato ry R efo rm

IT  N ew  R eform  S trategy　

C ITR IS ’s M ission

CITRIS Asia Research SymposiumCITRIS Asia Research Symposium
（（20062006年年44月月1111日日 東京）東京）

に於に於ける経済産業省豊田局長ける経済産業省豊田局長
Keynote AddressKeynote Address

-- JapanJapan’’s IT Strategys IT Strategy
““IT New Reform StrategyIT New Reform Strategy””からから



26

STARC Forum 2006: コラボレーションによる新たな価値の創造

2006年7月7日

結びと次の仕事

半導体サービス産業化論 と “対立概念結合・再分解型価値創造 (Leaky Model)” の

産業構造としての存在可能性と優位性の検討と実証実験

Shockley から60年、Moore から40年の今、確かに半導体を取り巻くParadigmは変化している

IT革命の持つ社会効果とそのIT(半導体）産業へのリアクションについて私見を述べた。

社会サービス財としての半導体・IT(Socio-Service Tech)の発想、可能性の試論を試みた。

具体的チャレンジ例として、地域クラスタ＋広域共創の場CITRISの組み合わせを提案。
いずれも私見・試論の域を出ないが、今後の仕事として、

社会サービス財としての半導体・IT産業のEco-Cycle のModel 化を、科学・工学・生態学・

計量経済学的知見を総合・動員して検討・検証する価値がある。
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

IT革命は確かに世界を根底から変えつある。

これに対し半導体意識革命を起こす事が、容易では無いが、必須と考える。

もの作りの精神と作業は大切であるが、ともすれば内向き・競争思考になる。

一方サービスに代表される、外向き・共に創る・共有する・共に楽しむ 発想が必要である。

社会の課題にチャレンジする Socio-Technologyの視点・領域は、参加者間の緩衝地帯 として機能する。

謝辞： 日頃お世話になり、また本講演の機会を頂いた下東社長始め、STARCの皆様に改めて感謝する。

また講演内容について、絶えざる示唆を頂いているCITRIS 研究者各位に敬意を表する。
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